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　一34－　Puneti。nal　Image　lこよる腎内RI動態の解

析と臨床応用（多核種併用並びtc利尿剤負荷）
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　Functi。nal　Imageとは臓器‘ζついて時期あるいは

トレーサの異なる複数のシンチグラムから、臓器の局

所毎にその生埋磯能を反映する指数を抽出し、パラメ

ー タ・マップとして表示する方法である。

　我々は1311－hippuranによる経時的腎シンチグラム像

を用いて各絵素の動態曲線から腎血流、排泄機能に相

当する生理学的パラメーターを算出し、種々のF’unc－

ti。nal　Imageを作成、これらの画像が臨床上有用な

診断1青報を提供することを明らかにしてきた（第15

回本学会総会）。今回は、さらに多核種併用および利

尿剤などの負荷によるFuncti・nal　Imageを作成、腎

内RI動態の解析を行ったので報告する。

（方法）　①各種腎疾患症例を対象としてBII－

hiPPu「anおよび99mTc－DTPAを急速静注、オンラィン

データ処理装置を使用して収集した経時的腎シンチグ

ラム像からFuncti・nal　Imageを作成、両者の指数画

像の比較を行った。算出した・N°ラメータは、Tmax，

Cmax，　Tmaxの前後における勾配、レノグラムの固定時

相における勾配及びコンパートメント数などである。

②さらに、利尿剤負荷後のFuncti・nal　Imageを作成

し、併せて腎内RI動態曲線への利尿剤負荷の影響を

検討した。

（成績並びに考案）　　1．それぞれRPF，　GFR物質
であるi3i　1　－hipPur　an，99mTc－DTPAによるFunctional

Imageを比較した結果、腎内局在性病変の部位および

糸球体、尿細管機能の病変の程度を把握することがで

き、腎疾患の詳細な診断および病態生理の把握に有用

であった。

2．利尿剤負荷前後のFunctional　Imageおよび腎内

RI劫態曲線を比較した結果、腎内局所のRI動態の推

移が定量的に捉えられ今後、“in　viv。　micr・puncture

法”としての活用が期待される。

3．　これらのデータ処理は、オンラインミニコンピュ

ー タシステムにてアセンブラ言語を使用したので極め

て短時間1こ行え、日常ルーチンに使用可能である。
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　シンチカメラによる腎RI像検査においては・静止像

と動態像、または、静止像とtIangiographyとの複合

検査が有効である．そこで、同一時期、体位での複合

検査を前提とした画像処理方法を検討する．

　シンチフォト撮影と同時に、MFに収録するRI像、

および、使用核種は以下の如くである。

　］）静止画像

　　。i97H9－Chlomerodrin　image（静注後40～60

　　　分後に収録）

　　。99m　Tc一㎜SA　image（静注後1～2時間後κ

　　　収録）

　2）動態像

　　。15il＿HipPura・irnages（静注直後からm～m

　　　分間，3n～60秒間隔で収録）
　　。99”㌦c－DTPAまたは99”，rc＿llDrA㎞age　s（静注

　　　直後から‘an・－U・so分間，30秒間隔で収録）

　3）RI　agicgraphy

　　°99”lrc－pertechnetate　images　（静注直後から

　　　］～3秒間隔で収録）
　　　Ccrnputer・’Cよる画像処理は、以下の検討事項

を中心fC行なうn

　1）動態｛象のfunctional　irmgingを検討する。

　2）肝、脾像の出現が少ない早期のRI　angiography

の画像間の加算（Cより、腎血流相の画質向上を模討す

る。

　：S）静止画像とfunctional　image，および静止画像と

腎血流相像とを、同一TVモニター上で重複表示する。

　現在、同一体位での榎合検査の臨床データは収集中

（現在時点で48例）であり、また、その処埋による成

績も検討中である。しかし、異質な画像情報の同時観

察は皿診断に寄与すると忠われる。
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